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第１回江南市行政事業検討委員会議事録 

 

日 時  平成３０年 ５月２１日（月） 午後１時３０分～午後３時００分 

場 所  市役所 ２階 第２会議室 

出席者  横山 幸司、 武長 脩行、 澁谷 威是、 水野 裕子、 古田 智子、 村尾 真理 

傍聴者  なし 

資 料  次第 

     資料１ 会議の公表及び公開について 

     資料２ 平成３０年度江南市行政事業レビューの概要 

 

 

 ・開会にあたり、市長よりあいさつ。 

 ・各委員の自己紹介。 

 ・会議の公表及び公開について、資料１に基づき事務局より説明した。 

 

 

 

議題（１） 委員長及び副委員長の選出について 

 ・ 委員の互選により委員長には横山委員を、委員長の指名により副委員長には武長委員を選出した。 

 

 

議題（２） 江南市行政事業レビューについて 

 ・ 江南市行政事業レビューについて、資料２に基づき事務局から説明した。 

 ・ 質疑応答は以下のとおり。 

 

委員長 今年度より市民評価員の評価を判定に加えると説明があったが、そうなると判

定員が判定札を用いて判定する必要がないようにも思うがいかがか。 

 

行政経営課長 市民評価員の評価結果は見えるかたちで示したいとの考えから、市民評価員枠

として２票を設けた。市民評価員枠として決定した評価区分は、判定員の判定

に進む前に、判定員に分かるよう表示する予定である。 

 

委員長 市民評価員の事業評価シートは回収しないということか。 

 

行政経営課長 事業評価シートはこれまで通り回収・集計し、その結果を報告していただくと

ともに、市民評価員の評価のうち最も多い評価がどの区分かを表示する予定で

ある。 

 

委員長 これまでは、市民評価員の評価のあと、判定員が判定札を用い判定をしたが、

その流れは変わるのか。 

 



‐2‐ 
 

行政経営課長 これまでの流れとは変わらず、市民評価員の評価結果に基づき２票を加える判

定区分を示した後、判定員が判定を行う。 

コーディネーターを除く判定員の５票に、市民評価員枠として２票を加え判定

を行う。なお同票になった場合は、コーディネーターが１票入れ、判定を決定

するものとする。 

 

委員 市民評価員枠２票は、市民評価員１０名の評価のうち、上位２つの判定区分に

１票ずつ入れるのか。 

 

行政経営課長 市民評価員の評価を集計し、１番多かった判定区分に２票を加える。 

同票となる判定区分があった場合は、それぞれの区分に１票ずつ入れる。過去

の評価結果から、同票になったことはなかった。 

 

委員 市民評価員枠の評価結果として判定に２票を加えた状態で、判定員５人が判定

札による判定を行い、一番多く得票した判定区分に決定する。同票の場合はコ

ーディネーターが１票入れ、最終決定するということでよいか。 

 

行政経営課長 その流れで進める予定である。 

市民評価員の考え方や評価結果を見えるかたちで示したうえで、判定を行う。 

 

委員長 市民評価員枠として２票を加えることになった経緯は、昨年まで市民評価員に

は判定権がなく、評価結果は判定時の参考として発表するだけであった。 

このことから、市民評価員の評価結果を何らかの形で判定に反映させる必要が

あるのではとの意見があり、今年度から市民評価員枠２票を設けた。 

 

副委員長 市民評価員の評価結果が判定結果に反映されることは、改善点だと考える。 

 

委員 行政事業レビュー対象事業は最終的に４事業となるが、１次選定時の２９事業

からどのように絞っていくのか、その判断基準は何か。 

 

行政経営課長 すべての部署から提出された行政事業レビュー対象事業候補のうち、行政の内

部事業は行政事業レビューに相応しくないのではないかとの意見があること

を考慮のうえ、事業の推進にあたり市民の意見を聞く必要がある事業を最優先

し、行政事業検討員会で審議のうえ４事業を決定する。 

 

委員長 行政内部で対象事業を選定すると、行政に都合のよい事業を選定しがちになる

ため、この委員会に諮り最終的に４事業を決定していく。 

 

副委員長 行政事業レビューにおける判定員の判定結果について、議会で反対はなかった

か。 
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行政経営課長 行政事業レビューでの意見や判定を踏まえ、各担当課が事業の見直しを行い予

算等に反映させたが、議会からの反対はなかった。 

 

副委員長 江南市では行政事業レビューが始まって２年が経過したが、判定結果に対して

議員の反対はなかったとのことだが、市が改善策を議会にしっかり説明し、承

認を得ているということか。 

 

行政経営課長 行政事業レビューの結果を受け、市の最終的な結論について議会に責任をもっ

てしっかり提案しているため、現在のところ反対はない。 

 

 

 

 

３．その他 

 今後のスケジュールについて 

 ・事務局より今後のスケジュールについて説明があった。 

 ・次回の委員会は６月４日（月）、市役所３階 第３委員会室で開催する予定。 

 


